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ら
し

交通事故に遭い、 車が損
傷し、 足の骨を折るなどし
ました。 間もなく事故から
3年。 加害者と裁判外で交
渉を続けていますが、 事故
から 3年で権利が消滅する
と聞き、 時効になるのでは
ないか心配です。 どうすれ
ばよいでしょうか。

亨
← -T 

口
Q
 

交通事故でけが
賠償請求の時効が心配

交

通事故
の
損
害
賠
憐請
求
年
間
の
時効
が
完
成
し
て
い
な

権
の

消滅時効期
間
は、
車
両
い
場
合 、
「
損
害
お
よ
び
加
害

・
所
持
品
等
の
損
傷
に
関
す
る
者
を
知
っ

た時」
か
ら
5
年間

被
害
（
物
損）
も、
人
の
生
命
に
な
り
ま
し
た。

や
身
体
に
関
す
る
被
害（
人
損）

本
件
は
21
年
4
月
現
在
で

も、
被
害
者
ま
た
は
法
定
代
理
「
間
も
な
く
事
故
か
ら
3

年」

人
が
「
損
害
お
よ
び
加
害
者
を
と
あ
り 、
事
故
日
は
18
年
4
月

知
っ

た
時」（
原
則
と
し
て
事
故
頃
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で、

日
と
さ
れ
ま
す）
か
ら
3

年
間

施行
日
に
は
3

年
間

＠消滅
時

で
し
た
が、
民
法
改
正
(
2
0

効が
完
成
し
て
い
な
か
っ

た
こ

2
0

年
4
月
1
日
施行）
に
よ
と
に
な
り
ま
す。
し
た
が
っ

て、

り 、
人
損
に
つ
い
て
は
「
損
害
物
損
は
事
故
か
ら
3

年
が
経
過

お
よ
び
加
害
者
を
知
っ

た
時」

す
れ
ば
消滅

時効が
完
成
し
ま

か
ら
5

年
間
と
な
り
ま
し
た。

す
が、
人
損
に
つ
い
て
は
5

年

ま
た、
改
正
民
法

施行前
に
間、
時
効が
完
成
す
る
こ
と
は

発
生
し
た
事
故
で
の
人
損
に
関
あ
り
ま
せ
ん 。

し
て
も、
同
施
行日
ま
で
に
3

時効
の
完
成
を
防
ぐ
た
め
に

は、
改
正
民法
の
「
更
新」
ま

た
は
「
完
成猶
予」
の
措
置
を

講
じ
る
必
要が
あ
り
ま
す。
本

件
で
は
加
害
者
と
裁
判
外
で
交

渉
中
と
の
こ
と
で
す
の
で、
加

害
者が
ご
相
談
者
の
請求
に
対

し
て
既
に一

部支
払
い
に
応
じ

た
り 、
示
談
案
を
示
し
た
り 、

加
害
者が
損
害
賠
償
義
務
を
負

n一
民
法
改
正
で
時
効
は
5
年
間
に

う
こ
と
を
確
認
す
る書
面
へ
の

署
名押
印
に
応
じ
た
り
し
た
場

合 、
債
務
の
承
認
に
該
当
し、

各
時
点
か
ら、

物損
は
3

年
間、

人
唇
ら
5

翡
盆
筋
期
間

が
更
新さ
れ
ま
す。

•

他
方 、
加
害
者が一
部
支
払

い
に
も
示
談
に
も
応
じ
な
い
と

い
っ

た
場
合 、
完
成
猶
予
の
制

度
に
よ
り 、
加
害
者
に
対
し
内

容
証
明
郵
便
で
損
害
賠
償
請
求

の
意
思
表
示
を
行
う
「
催
告」

で
6
カ
月
間
延
長
さ
れ
る
ほ

か、

権利
に
関
し
協議
を続
け

る
旨
の
合
意書
面
ま
た
は
同
内

容
の
電
磁
的
記
録
を
作
成
す
る

こ
と
で、
原
則
と
し
て
1

圭
間

（
再
度
の
合
意
に
よ
り
最
長
5

年間）
延
長
さ
れ、
時
効
の
完

成
が
猶
予
さ
れ
ま
す。

時
効が
間江
に
迫
っ

て
い
る

か
も
し
れ
な
い
場
合
や
加
害
者

と
の
時効
の
更新
に
関
す
る
協

議
が
奏
功
し
な
い
場
合
な
ど

は、
速
や
か
に
弁
謳士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い。

（
弁
護士
川
口
幸
明）

◇
第
1 、
3
水
曜
に
掲
載
し

ま
す。
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